
 

 

医療 ISAC Security Lecture 2021 

 

#008 

セキュリティアンケート結果から見る国内病院の構造的な課題 

 

講師：江原悠介 

日時：2021 年 11 月 24 日（水）16:00～17:00 Google Meet によるライブ配信 

              ※前回と時間帯が異なります。 

 

 

講師略歴 

医療 ISAC 理事 

 

ヘルスケアや金融を中心とした社会インフラ型のリスクアシュアランス

に係る様々な業務に従事。医療機関や情報処理事業者に対する 3 省ガイ

ドラインに基づく態勢整備/セキュリティ監査、患者個人情報等の二次利

用に際したプライバシーガバナンスの整備支援等、官公庁ガイドライン

や医療 DX に伴うガバナンス設計に対する業務知識・経験を有する。 

 

・ 特定非営利活動法人 デジタル・フォレンジック研究会 理事（医療分科会 主査） 

・ 経済産業省・総務省「医療情報を取り扱う情報システム・サービスの提供事業者における安全

管理ガイドライン」検討委員会 委員 

・ 経済産業省 情報セキュリティサービス審査基準 技術検討会 委員 

・ 経済産業省 DX システムガバナンスに係る検討会 委員 

・ 徳洲会インフォメーションシステム（株） セキュリティアドバイザー 

・ 情報処理推進機構 社会実装推進委員会 民法改正 WG/セキュリティ検討 PT 委員 

・ 内閣府 SIP 第 2 期「AI（人工知能）ホスピタルによる高度診断・治療システム」 採択課題 /

「AI ホスピタルの研究開発に係る知財管理等、システムの一般普及のための技術標準化・

Open/Close 戦略、官民学連携のためのマッチング等に関する対応」プロジェクト 研究責任者

経験者 

 

 

 



 

 

 

講演要旨 

2021 年 6 月 25 日に開催した「医療 ISAC Security Lecture 2021 #004：医療分野の情報セキュリ

ティ規格 ISO27799 の改訂作業について」で、代表理事の深津が説明したとおり、医療 ISAC で

は現在 ISO27799 の改定に向けた取組を進めている。 

その一環として、一般社団法人日本病院会様の多大なるご協力のもと、現行のセキュリティ管理

状況、および現状の課題などについてのアンケート調査を、同会傘下の 2,479 病院を対象として

7 月から 8 月にかけて行った。 

その結果を病床数別、および開設主体者別の二つの軸で整理したところ、国内の病院のセキュリ

ティ上の構造的な課題についての洞察を得ることが出来たため、本レクチャーではその内容を共

有したいと思う。 

 

なお、本年 4 月に日本医師会総合政策研究機構からも同種のワーキングペーパーが公表されてお

り、結論の全体感は共通するものの、これとは別の構造的な課題が抽出できたため、その内容を

中心に解説する。 
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